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対 象 者：岡山県発達障害者支援者名簿から、参加者６名 
程度募集 
内   容：健康な食生活実践の支援を行うとともに、支援
者である学生ボランティアが学習会４）を重ねる
ことで発達障害者に対する理解を深める。 
開 催 日：平成２２年６月～１０月（月１～２回）計７回     
協力機関：おかやま発達障害者支援センター県北支所  
        津山、美作地域生活支援センター専門員  
協 力 者：美作大学生活科学部食物学科ボランティア学生  
＊1 美作大学生活科学部 食物学科 教授・博士（医学）      Prof.，Dept. of  Food  Science , Mimasaka  Univ.，Ph, D.    
＊2 美作大学生活科学部 食物学科 助手                  Research Associate ,Dept. of  Food Science, Mimasaka Univ. 
＊3 美作大学生活科学部 社会福祉学科 准教授・修士（保健福祉学）Assoc. Prof.，Dept. of social welfare ., Mimasaka Univ.，M.H.W. 
＊4 美作大学生活科学部 食物学科 助教・修士（教育学）     Assist. Prof.，Dept. of  Food  Science , Mimasaka Univ.，M. ed. 
 

























  ①知的な遅れはない。 
  ②相手の気持ちの理解が、苦手でストレートに発言する。 
  ③予想外の出来事､大声､不安によりパニックを引きおこす。 
 ④２つ以上の物事を同時に行うのが、苦手である。 





  10:00 ～ 10:30 受付  
  10:30 ～ 10:45  開会 デモンストレーション 
  10:45 ～ 12:30 調理実習 （支援） 
  12:30 ～ 13:30 会食  
健康・栄養情報提供 聞き取り調査 
  13:30 ～ 14:00 次回の予告 片づけ 閉会 



















































 ④終了した作業には、チェック レ 枠を設け、さらに矢印    













































































































































































１）発達障害者自立支援法 平成16年12月10日法律第 167号 
２）第2次食育推進基本計画 内閣府 平成23年4月 
３）第58回栄養改善学会要旨集  2011 
４）発達障害者の理解と対応 平岩 幹男 中山書店 2008  
５）おかやま発達障害者支援センター資料 
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    図２ 健康料理教室レシピ（様式）：仕上げページ 
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